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お取り扱いは

規
矩
術
は
木
割
術
と
と
も
に
我
が
国
の
主
要
な
建
築
設
計
技
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
近
世
以
前
の

規
矩
術
は
古
来
秘
伝
と
さ
れ
、
ま
た
内
容
が
困
難
で
あ
る
た
め
真
の
技
法
が
解
明
さ
れ
た
と
は
言
い

難
い
。
今
日
の
文
化
財
建
造
物
修
理
に
は
、
昭
和
初
期
に
成
立
し
た
現
代
軒
規
矩
術
に
よ
っ
て
な
さ

れ
て
い
る
が
、
近
世
以
前
の
技
法
や
納
ま
り
を
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
現
場
に
お
い
て
曖
昧
な

説
明
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
本
書
は
、
中
世
・
近
世
の
規
矩
術
の
変
容
過
程
を
技
術
史
的
立
場
か

ら
解
明
し
、
秘
伝
と
さ
れ
て
き
た
近
世
以
前
の
規
矩
術
の
体
系
化
を
初
め
て
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

今
日
に
常
識
と
さ
れ
て
い
る
現
代
軒
規
矩
術
の
課
題
を
挙
げ
、
実
際
の
文
化
財
建
造
物
修
理
に
お
い

て
採
用
さ
れ
た
実
績
の
あ
る
、
著
者
の
知
見
を
示
す
。
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Ｂ
５
判
上
製
函
入　

本
文
四
一
六
頁　

挿
図
二
五
〇
点

日
本
建
築
規
矩
術
史

日本建築技術史研究に大いに寄与し、
今後の文化財建造物修理や技法調査、
伝統的建築の設計など実務においても必携の書。
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日
本
建
築
史
、
住
宅
建
築
史
、
日
本
中
・
近
世
史
の
研
究
者
・
研
究
室
／
博
物
館
・

郷
土
資
料
館
・
学
芸
員
／
各
都
道
府
県
・
市
町
村
教
育
委
員
会
／
宮
大
工
・
社
寺

建
設
業
関
係
者
／
寺
院
関
係
機
関
・
関
係
者
／
大
学
・
公
共
図
書
館
な
ど

本
書
を
お
薦
め
す
る
方
々

木割表現論 本体価格 11,000 円＋税

山岸吉弘　 著

A5 判上製函入 本文 296 頁 挿図 80 点

木砕之注文

Ａ5 判上製函入 　
2 分冊（影印・釈文篇 374 頁 / 解題・現代語訳篇 174 頁）　挿図 254 点
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大
上
直
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お
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う
え
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お
き
）

大
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立
大
学
都
市
研
究
プ
ラ
ザ
特
別
研
究
員　

博
士
（
学
術
）

一
級
建
築
士
事
務
所
大
上
建
築
研
究
所
代
表

芝
浦
工
業
大
学
卒
業
、
同
大
学
院
修
士
課
程
修
了

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
後
期
博
士
課
程
満
期
退
学

滋
賀
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
技
師
を
経
て
短
大
、
大
学
等
の
教
員
を

務
め
る

著
書
：
大
工
頭
中
井
家
建
築
指
図
集 （
分
担
執
筆
）、 

文
化
財
建
造
物
修
理
工

事
報
告
書
一
〇
冊
、
近
世
社
寺
建
築
調
査
報
告
書
三
冊
そ
の
他

著者略歴
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『規矩真術』の六角扇垂木
等間割の定め方坂上家文書

『大工雛形秘伝書図解』乾・坤

きくだきのちゅうもん

木砕之注文研究会　編著
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原本として現存する最古の木割書であり、日本建築技術史上

における重要な一級史料の翻刻。影印・釈文篇と解題・現代

語訳篇の２分冊を、同書研究会による長年の研究成果を踏ま

えた解説付きで刊行する我が国の古建築技法書の古典。

建築を文字と数字で表す「木割」から、建築にまつわるあら

ゆる要素を記録する 「木割書」 へ―。 「王子造り」 という建築

を主眼点に、多様な原典を辿りながら「木割書」の技術と歴

史の世界をより深く追究する意欲的研究。


